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1は じめに
2000年代 半 ば に、コラ プ シ ョン の人 類 学 をテ ー マ と した 三 冊 の論 文集 がた て続 け に出版 され た。す な わ
ち、2004年刊 行 のBetwθenMora7ityandtheLawCorruρtion,AntinropologyandCon2ρarativeSoeiety
(以下BMLと 表 記)[Pardoed.2004]、2005年刊 行 のCorruρtion:Anthropo70gr'ealPerspeetives(以下
CAP)[HallerandShoreeds.2005]、そ して2007年刊 行 のCon'uρtionandtheSecretofLavv'ALegal
Anthroρologr'ea1Perspeetive(以下CSLと 表 記)[NuijtenandAnderseds.2007]であ る。CSLの 編者
で あ る ゲハ ー ド・ア ン ダー ス とモ ニー ク ・ナ ウテ ン に よれ ば 、1993年に国 際NGOト ラン スペ ア レンシ ー ・
イ ンター ナ シ ョナ ル が発 足 す るな ど、 特 に1990年 代 以 降 、 コラプ シ ョンは 重 要 な政 治 的概 念 とな って お
り、政 治 学 ・経 済 学 ・社 会 学 等 にお いて もそれ に 呼応 して1990年 代 以 降 コ ラプ シ ョン研 究 が 多 くの 関 心
を集 め た[AndersandNuijten2007:3-5]。対 して 、人 類 学 にお いて は 、い わ ゆ る コ ラプ シ ョン に相 当す
る社会 的 現 象 が長 ら く扱 われ て き た とい っ て よい に もか か わ らず(た と えば1960年代 か ら1970年代 に か
けて のパ トロン 、ブ ロー カ ー研 究 や 、賄 賂 を互 酬 性 や贈 与 の 視 点 で と らえ る研 究)、明確 に コ ラプ シ ョン に
言 及す る研 究 は近 年 に 至 るま で ご くわ ず か で あっ た[AndersandNuijten2007:4-5]。この こ との理 由 と
して 、CAPの 編者 ク リス ・シ ョア とデ ィー ター ・ハ ラー は 、ナ ンシー ・ボス テ ロの論 文 に依 拠 して次 の三
点 を指 摘 して い る。 す なわ ち、 人類 学 者 がイ ンフ ォー マ ン トを批 判 の対 象 と しに くい こ と、 コラ プ シ ョン
の 調 査 が 研 究 を危 険 に 陥 れ る こ と、 イ ン フォ ー マ ン トが 事 実 を隠 蔽 しよ う とす る こ と、 の 三 点 で あ る
[ShoreandHaller2005:7;Postero2000]。しか し、1980年代 以 降 は、 研 究支 援 財 団や 研 究機 関が応 用
的性 格 の 強 い研 究 を好 む よ うに な って き た こ と、 ア ンチ コラ プ シ ョン を め ぐる世 界 的 な言 説 が人 類 学者 の
対象 とす る よ うな 地域 にま で拡 散 した こ と、 人類 学 者 が 国家 を、 しか も グ ローバ ル な規 模 で研 究 し始 めた
こ と等 の 理 由 か ら[AndersandNuijten2007:5]、人 類 学 にお い て も コ ラプ シ ョンあ る いは 収賄 とい った
概 念 を用 い た人 類 学 的著 作 が増 加 して お り、 特 に1990年代 後 半 以 降 はそ の傾 向が 顕著 にな っ てい る。
本 稿 で は 、以 上 の よ うな 背景 の も とで新 た に 登場 しつ つ あ る コ ラプ シ ョンの人 類 学 につ い て 、上 記論 集
を 手が か りにい くつ か の議 論 の方 向性 を紹 介 す る。 上 記論 集 は どれ も、 これ ま での 社会 科 学 や 国際 的 な政
策 サー クル にお い て用 い られ て きた よ うな狭 義 の コ ラプ シ ョン概 念 を相 対 化 し、 コラ プ シ ョン を非 西洋 国
家 あ るい は脆 弱 国 家 に特 有 の現 象 だ とす る見 方 を批 判 して い る。 そ う した 批判 的 考 察 は、 コラ プ シ ョン を
根 絶 した 先 に 目指 され る と ころ の、 ア カ ウ ン タ ビ リテ ィあ る いは トラ ンス ペ ア レンシー 重 視 の健 全 な民 主
主義 とは何 か とい う問い に もつ なが る。 本 稿 は人 類 学 的 な コ ラプ シ ョン研 究 の動 向 につ い て の包 括 的 な レ
ビュー を 目的 とす る もの で は ない が 、上 記 論集 を手 が か りに、 そ う した議 論 の展 開 可能 性を含 めて 、 コ ラ
プ シ ョンの人 類 学 を め ぐる 方法 と課題 につ い て若 干 の 予備 的 考 察 をお こな う。
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従来のインフォーマルなかたちでの市場介入を改めるべきだとする自己反省が官僚たちの問に広まってい
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